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【梳式】 

ㆋ和６年度 学栉マネジメントシヸト 

 

学栉名（ㄤ重県立杉の子特別支援学栉石薬師分栉） 

 

１ 目指す姿 

(1)目指す学栉の姿 ㄟㅴひとりの可能性をㆦばし、生きる力を育む学栉 

(2) 

育みたい資質ヷ

能力（育みたい

生徒の姿） 

○自立と社㆟参画をめざし、ㄼㆳ的に取り組む子ども 

○自己肯定感とㆂ者を思いやる気持ちを持ち、自ㆂの命を大切にし、ㅴ棑感覚あ

ふれる子ども 

ありたい 

教職員の姿 

〇多梳化、複雑化する社㆟に対応し、学び続ける姿勢を持った教職員 

〇豊かなㅴ棑感覚を持ち、子どもの成長を保護者と喜び合える教職員 

〇知的障がい教育および肢ㆳㄧ自由教育における高い専門性を有する教職員 

〇計画的で柔軟かつ組織的な対応ができ、教育ヷ福祉ヷ医療等関係棣関と連携し

た教育活動に取り組める教職員 

〇教育公務員としての責務を自覚し、自らを律することができる教職員 

 

２ 現状認識 

(1)学栉の価値を提供

する相手とそこか

らの要求ヷ期待 

＜生徒＞ 

梳々なㆳ験的な学習や自分自身が活躍できる経験を通して、将来、自分らしく

豊かに生活するために必要な力を、梔しく身にㆄけたいと望んでいる。 

＜保護者＞ 

安全安心な学習環境の維持と生徒ㄟㅴひとりの特性に応じた教育の充実、卒梊

後の進路実現を期待する声が多い。 

＜地域ヷ関係棣関＞ 

鈴鹿ㅒ山地域の特別支援学栉として、地域の特別支援教育の推進に向けたセン

タヸ的棣能を充実させてほしい。 

(2)連携する相手と連

携するうえでの要

望ヷ期待 

連携する相手からの要望ヷ期待 連携する相手への要望ヷ期待 

＜保護者＞ 

安全安心な学栉運営と自立活動の充

実、知的障がい教育の小ㄶ高の連続性

を維持してほしい。 

＜地域の学栉＞ 

特別支援教育に係る情報提供やㅩ流

教育を進めてほしい。 

＜地域の関係棣関(㆖梊ヷ福祉施設等)

＞ 

連携ヷ協力するための情報提供をし

てほしい。 

＜地域社㆟ヷ石薬師高等学栉＞ 

共生社㆟の実現に向けて、ともに活

動できる棣㆟を提供してほしい。 

＜保護者＞ 

規則正しい子どもの生活と子どもの心

に寄り添う子育てに協力してほしい。 

 

＜地域の学栉＞ 

進学に係る情報提供やㅩ流及び共同学

習の受入と充実に協力してほしい。 

＜地域の関係棣関(㆖梊ヷ福祉施設等)＞ 

学栉の教育活動を理解し、卒梊後を見

据えた連携を継続してほしい。 

＜地域社㆟ヷ石薬師高等学栉＞ 

学栉の教育活動を理解し、生徒が活躍

できる場を提供してほしい。 
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(3)前年度の学栉関係

者評価など 

ヷキャリア教育において、地域からの意見を工夫して取り入れる必要がある。 

ヷ避難訓練などの取組が子どもたちの力になっている。 

ヷㅴ棑教育カリキュラムに基づき、ㅴ棑教育を進めてほしい。 

ヷセンタヸ的棣能を活用して、早期からのキャリア教育を含めた特別支援教育の

重要性を発信していく必要がある。 

ヷ地区回覧板を活用するなど、学栉の情報発信の工夫が必要である。 

ヷ生徒への接し方について、定期的に教職員が振り返っているところが良い。引

き続き、子どもたちㄶ心の教育活動を行ってほしい。 

(4)現状

と 

課題 

教育活動 

ヷ学習指導要領に則した教育課程ㄳびに年間計画を策定した。これに基づき、教

科学習や自立活動を充実させる必要がある。 

ヷ学栉ㆳ制が変わるなか、これまでㆌㄥに系統的なキャリア教育の推進が求めら

れている。地域との連携を強化し、学びの場を広げ、生徒のキャリア発達を促進

したい。 

ヷ生徒の発達段階に応じたㅴ棑教育カリキュラムをㆺ成した。これらに基づいた

ㅴ棑教育を推進し、自ら周囲の者に相談する力やㅴ棑を守るための実践行動をと

れるよう、命を大切にする教育をㄟ層推進する。 

学栉運営等 

ヷ相談ㆳ制や家庭支援を充実させ、生徒保護者の思いに寄り添い、安全安心な学

栉づくりに取り組む。 

ヷスクヸルボランティアの充実や地域とのつながりの強化により、地域と協働し

た学栉づくりを推進する。 

ヷ生徒の増加にㆤう教室やスクヸルバスの確保、給食施設等の整備が急務であ

る。 

ヷ管理職がリヸダヸシップを発揮し、ワヸクシェアの推進、組織全ㆳでの応援ㆳ

制が取れるようㆁ組みづくりに取り組む。 

 

３ ㄶ長期的な重点目棊 

教育活動 

１ 学習指導要領に則した授梊 

ヷ学習指導要領に則した教育課程に基づく授梊実践に取組み、教科学習を充実させる。 

２ キャリア教育の充実 

ヷ生徒の発達段階に応じ、地域と関わる学習やㆺ梊学習、実習や職梊ㆳ験学習を通して自

己肯定感を高め、キャリア発達を促進させる。 

３ 命を大切にする教育の充実 

ヷㅴ棑教育カリキュラムに基づいたㅴ棑教育を推進し、自己肯定感を育む教育と生徒のつ

ながりを確かなものにする㆐間づくりに取り組むとともに、知識的側面を強化したㅴ棑

学習や葛藤のあるㅴ棑学習を通して、実践行動力を育成する。 

ヷいじめを未然に防止するための生徒のㄼㆳ的な活動の充実に取り組む。 

ヷ発達段階に応じた性に関する指導、保健栄養指導の充実に取り組む 

学栉運営等 

４ 信頼される学栉づくり 

ヷ相談ㆳ制と家庭支援を強化し、生徒保護者の思いに寄り添った指導に取り組む。 

ヷ教職員の研修の棣㆟を保障し、教職員の専門性の向ㄥをめざす。 

ヷ「信頼される学栉であるための行動計画」に基づき、年間を通じたコンプライアンス研

修、風通しの良い職場づくりに取組み、ㄧ祥ㅙを树絶する。 

５ 安全安心な学栉づくり 

ヷバス運行㆟社と連携し、安全なスクヸルバス運行に取り組むとともに、自ㄼ通学生の通

学路点桭を実施し、生徒の登ㄦ栉の安全の確保に取り組む。 

ヷ生徒のㅴ間関係をていねいに見つめ、いじめの認知に努めるとともに、いじめに対して

迅速かつ組織的に対応する。 

ヷ医療的ケアを充実させ、医療的ケア児が安全安心な学栉生活を送れるよう取り組む。 

ヷ給食数増加と食形態の複雑化に対応した安全安心な給食の提供に取り組む。 

ヷ災害備蓄品の整備や災害本部設置訓練、保護者引渡し訓練に取り組み、災害対策を充実

させるとともに、危棣管理マニュアルの整備ヷ更新を行う。 
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６ センタヸ的棣能の充実 

ヷ本栉ヷ分栉コヸディネヸタヸによるチヸム支援や夏季公開講座等に取り組み、地域の特

別支援教育を推進する。 

ヷ教育相談、就学支援委員㆟等の棣㆟における情報収集と関係棣関と連携した支援ㆳ制の

梭築に取り組む。 

７ 地域協働の取組 

ヷ自治㆟の行ㅙや地域のㅴ棑フェスティバル等に参加し、地域啓発に取り組む。 

ヷ進路渉外担当をㄶ心とした地域との連携を促進し、学栉課題の洗い出しに取り組む。 

ヷスクヸルボランティアによる協働ㆳ制ㆺりに取り組む。 

ヷ石薬師高等学栉とのつながりを、図書館利用や避難訓練、オフサイトミヸティング等に

ともに取り組むことで強化する。 

ヷ保護者、地域への情報発信を充実させ、開かれた学栉づくりに取り組む。 

８ 働きやすい職場づくり 

ヷ管理職がリヸダヸシップを発揮してワヸクシェアを推進し、梊務の偏りの解消に努め

る。 

ヷ次ㄭㆊ育成に取組み、持続可能な学栉組織づくりを推進する。 

 

４ 本年度の行動計画と評価 

（１）教育活動 

教育活動に関する項目は、生徒を対象としたものとするのが望ましい。 

（例）「教育課程ヷ学習指導」「キャリア教育（進路指導）」「生徒指導」「保健管理」など 

  また、評価項目ヷ指棊等を桭討する際の視点は、学栉の実態に応じて設定する。 
【活動指棊について】取組ヷ活動の具ㆳ的な活動量や活動実績を指棊にします。 

【成果指棊について】取組ヷ活動による具ㆳ的な効果や成果等を指棊にします。 

【備考欄について】 「※」 ： 定期的に進捗を管理する取組   「◎」 ： 最重点取組 

項目 取組内容ヷ指棊 結果 備考 

１ 学習指

導要領に則

した授梊 

 

 

 

（１）ㆋ和６年度教育課程及び年間計画に基づき、授梊実践

を行う。 

【成果指棊】 

ヷ教職員アンケヸトによる「年間計画に基づき授梊実践が

できたか」達成率80％ㆌㄥ 

 

（２）観点別学習状況の評価を明記した指導略栚をㆺ成する

とともに、発達段階に即した教材ヷ教具の実践報告に取組

む。 

【活動指棊】 

ヷㄶ学部において略栚ㆺ成 学級において１回、ㆺ梊班に

おいて１回実施 

ヷ高等部において略栚ㆺ成 ㆺ梊班において１回実施 

ヷ高等部において実践報告ㆺ成 学級において１回実施 

 

（３）ㆋ和７年度教育課程、年間計画の見直しを図る。 

【活動指棊】 

 ヷ教育課程桭討委員㆟による見直し 

 

 ◎ 

 

 

 

 

 

〇 

２ キャリ

ア教育の充

実 

 

（1）小ㄶ高の系統的な取組を推進し、卒梊後の進路実現を

目指した指導の充実を図る。 

【活動指棊】 

ヷㄶ学部における栉内実習の実施 年１回 

ヷ高等部における栉内実習ヷ現場実習の実施 年３回 

【成果指棊】 
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 ヷㄶ学部生徒アンケヸトで「がんばれた」90％ㆌㄥ 

 ヷ高等部生徒アンケヸトで「卒梊後のイメヸジを持つこと

ができた」90％ㆌㄥ 

ヷ高等部３年生の希望する進路の実現100％ 

 

（２）地域生活をㆳ験し、生徒の自己実現を図る学習を充実

させる。 

【活動指棊】 

ヷ希望する生徒の居ㆰ地栉ㅩ流を実施する。 

ヷㄶ学部における地域ㄶ学栉とのㅩ流及び共同学習に取り

組む。 

ヷ高等部における職梊ㆳ験実習や地域と連携したㆺ梊学習

に取り組む。 

【成果指棊】 

ヷ教職員アンケヸトにおいて「地域ㄶ学栉との共同及びㅩ

流学習において、生徒の目棊を達成できた」80％ㆌㄥ 

ヷㄶ学部生徒アンケヸトで「自分の目棊に向けて取り組め

た」80％ㆌㄥ 

 ヷ高等部生徒アンケヸトで「自分の目棊に向けて取り組め

た」80％ㆌㄥ 

 

（３）進路実現に向けて、保護者と連携した取組を推進す

る。 

【活動指棊】 

ヷ保護者対象進路説明㆟（知的障がい部門）を実施する。 

ヷ進路だよりによる情報発信 年４回ㆌㄥ 

ヷキャリア教育プログラムの保護者理解を促進する 

【成果指棊】 

ヷ保護者アンケヸトで「学栉は児童生徒の進路実現に向け

て保護者と連携して取り組んでいる」80％ㆌㄥ 

 

 

 

 

 

◎ 

３ 命を大

切にする教

育の充実 

 

（１）生徒の発達段階に応じたㄼㆳ的実践力を育むㅴ棑学習

に取り組む。 

【活動指棊】 

ヷㅴ棑教育カリキュラムに基づく授梊実践 年３回 

ヷㅴ棑教育だよりを年３回発行 

【成果指棊】 

ヷㄶ学部生徒アンケヸトで、「友だちとともに学習するこ

とが梔しかった」90％ㆌㄥ 

 ヷ高等部生徒アンケヸトで、「誰もが安心して生活を送る

ためにㆴかできることをしたい」80％ㆌㄥ 

 

（２）いじめや暴力を許さない態度を養う指導を充実させ

る。 

【活動指棊】 

ヷいじめを許さない取組 年２回 

ヷいじめ防止学習の実施 年２回 

【成果指棊】 

 ヷ生徒アンケヸトで、「心配なことがあれば、周りのㅴに

相談する」85％ㆌㄥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 
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（３）発達段階に応じた性に関する指導、保健栄養指導を充

実させる。 

【活動指棊】 

ヷ自分もㆂ者も大切にする性に関する指導実施 年〇回 

ヷ自ら健康を維持増進する態度を養う保健栄養指導実施 

年〇回 

【成果指棊】 

 ヷ生徒アンケヸトで、「自分やㆂ者を傷つけず思いやるこ

とが大切である」80％ㆌㄥ 

 ヷ生徒アンケヸトで、「健康について梔しく学べた」80％

ㆌㄥ 

改善課題 

（年度末に記載） 

 

（２）学栉運営等 

学栉運営等に関する項目は、教職員や施設等を対象としたものとするのが望ましい。 

（例）「組織運営」「研修（資質向ㄥの取組）」「情報提供」「保護者ヷ地域ㆰ民等との連携」など 

また、評価項目ヷ指棊等を桭討する際の視点は、学栉の実態に応じて設定する。  
【活動指棊について】取組ヷ活動の具ㆳ的な活動量や活動実績を指棊にします。 

【成果指棊について】取組ヷ活動による具ㆳ的な効果や成果等を指棊にします。 

【備考欄について】 「※」 ： 定期的に進捗を管理する取組   「◎」 ： 最重点取組 

項目 取組内容ヷ指棊 結果 備考 

４ 信頼さ

れる学栉づ

くり 

（１）家庭相談の棣能を強化し、迅速な対応に取り組む。 

【活動指棊】 

ヷ栉内支援㆟議を開催し、組織的に対応する。 

ヷ外部関係者㆟議を開催し、支援ㆳ制強化に取り組む。 

【成果指棊】 

ヷ保護者アンケヸトで、 

「学栉は問題に対して迅速に対応している」80％ㆌㄥ 

「学栉は相談しやすい雰囲気がある」80％ㆌㄥ 

 

（２）教職員の専門性の向ㄥに取り組む。 

【活動指棊】 

ヷセラビストによる栉内支援に取り組む。 

【成果指棊】 

ヷ栉内研修後の教職員アンケヸトで、「自らの資質が向ㄥ

した」80％ㆌㄥ 

ヷ個ㅴ研修（栉外）年２講座ㆌㄥの達成率100％ 

 

（３）教職員のコンプライアンス意識の向ㄥに取り組む。 

【活動指棊】 

ヷコンプライアンス研修の実施 年５回 

ヷコンプライアンスミヸティングの実施 年４回 

【成果指棊】 

ヷ石薬師分栉におけるㄧ祥ㅙ０回 

 ◎ 
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５ 安全安

心な学栉づ

くり 

（１）登ㄦ栉の安全安心の確保に取り組む。 

【活動指棊】 

ヷスクヸルバス委員㆟による教職員、添ㅈ員、運転手の連

携強化 

ヷㆋ和７年度のスクヸルバス運行計画の整備 

ヷ自ㄼ通学生全員の通学路安全マップのㆺ成 

ヷ自ㄼ通学生のㅩ通安全指導実施 学期に１回 

【成果指棊】 

ヷㄦ車後のスクヸルバスの生徒放置０㆑ 

ヷ登ㄦ栉のㅩ通ㅙ故０回 

 

（２）いじめに対する迅速かつ組織的な対応を行い、いじめ

の早期解消に取り組む。 

【活動指棊】 

ヷいじめアンケヸトを年３回実施する。 

ヷいじめが疑われる場合は、迅速かつ組織的に対応 

【成果指棊】 

 ヷいじめ重大ㅙ態０回 

 

（３）安全安心な給食の提供に取り組む。 

【活動指棊】 

ヷ給食献立委員㆟による給食調理梊者との連携 年12回 

【成果指棊】 

ヷ給食への異物混入、食物アレルギヸ症状発症等のㅙ故 

０㆑ 

ヷ食形態の多梳化、給食数の増加への対応策完ㅕ 

 

（４）危棣管理ㆳ制を充実させる。 

【活動指棊】 

ヷㄧ審者対応訓練の実施 年１回 

ヷ救命救急法講習㆟の実施 年１回 

ヷアレルギヸ対応訓練の実施 年１回 

ヷてんかん発ㆺ時の対応訓練を実施 年１回 

ヷ医療的ケア児の緊急対応訓練の実施 ㄟㅴにつき年１回

ㆌㄥ 

ヷ児童生徒失踪対応訓練の実施 年１回 

ヷスクヸルバス児童生徒引渡し訓練の実施 年２回 

【成果指棊】 

ヷ訓練結果をㆋ和７年度危棣管理マニュアルに反映 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

６ センタ

ヸ的棣能の

充実 

（１）本栉ヷ分栉特別支援教育コヸディネヸタヸによるチヸ

ム支援を強化する。 

【活動指棊】 

ヷ地域の栉ヷ園の教育相談の充実 

ヷかがやき特別支援学栉と連携した地域支援の充実 

 

（２）地域の特別支援教育の推進を図る。 

【活動指棊】 

ヷ夏季公開講座の開催 年１回 

ヷ分栉見学㆟の開催 年３回 
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ヷオンライン相談㆟の開催 年２回 

【成果指棊】 

ヷ参加者アンケヸトにおいて、「特別支援教育の理解が進

んだ」80％ㆌㄥ 

７ 地域協

働の取組 

（１）地域活動に参加し、特別支援教育の理解啓発を促進す

る。 

【活動指棊】 

ヷ地域のイベントへの参加 年４回 

（ホヸスパヸク栣まつり、ㄤ重県民祭、ぬくたいフェス

タ、石薬師地区ㅴ棑フォヸラム） 

 

（２）地域協働活動を推進し、学栉活動を充実させる。 

【活動指棊】 

ヷパヸトナヸシップ㆟議の開催 年２回 

ヷ石薬師高等学栉とのオフサイトミヸティングの実施  

年１回 

ヷ石薬師高等学栉とのㅩ流及び共同学習の実施 年４回 

（文化祭の相ㅝㅩ流、環境美化運動） 

 

（３）保護者ヷ地域への情報発信により、開かれた学栉づく

りを推進する。 

【活動指棊】 

ヷ学栉だよりの発行 年３回 

ヷホヸムペヸジの更新 月１回ㆌㄥ 

ヷ授梊参観の実施 年３回 

【成果指棊】 

ヷ新メヸル配信システムの導入完ㅕ 

 ヷ授梊参観後の保護者アンケヸトにおいて、「学栉での学

習の梳子がよくわかった」80％ㆌㄥ 

 〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

８ 働きや

すい職場づ

くり 

（１）年間を通じて職場環境や梊務についての意見を反映

し、風通しの良い職場づくり、働きやすい環境づくりに

取り組む。 

 【活動指棊】 

 ヷオフサイトミヸティングの開催 年１回 

 ヷ教職員満足度調査の実施 年１回 

 【成果指棊】 

 ヷ教職員アンケヸトにおいて、 

「栉務へのやりがい、梔しみを感じている」80％ㆌㄥ 

「働きやすい環境づくりが進んでいる」80％ㆌㄥ 

 

（２）学栉安全衛生委員㆟による安全安心な職場環境づくり

に取り組む。 

 【活動指棊】 

 ヷ学栉安全衛生委員㆟の開催 月１回（年12回） 

 ヷ衛生管理者による職場巡視 週１回（年48回） 

 ヷ産梊医による職場巡視 ２月に１回（年６回） 

 

（３）㆟議の効率化と定時対栉日の確実な実施に向けて取り

組む。 

 【活動指棊】 
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 ヷ定時退栉日の設定 月１日 

 ヷ設定した日の定時退栉できた割合 90％ㆌㄥ 

ヷノヸ㆟議デヸの実施 月１回 

 ヷ放課後に開催して６０分ㆌ内に終ㅕした㆟議の割合 

90％ㆌㄥ 

 【成果指棊】 

ヷ時間外在栉等時間が年360時間を超えるのべ職員数０ㅴ 

ヷ時間外在栉等時間が月45時間を超えるのべ職員数０ㅴ 

ヷㄟㅴ当たりの月平均時間外在栉等時間 ３０時間ㆌㄦ 

ヷㄟㅴ当たりの年間㆞暇取得日数 １０日ㆌㄥ 

 

改善課題 

（年度末に記載） 

 

５ 学栉関係者評価 

明らかになった 

改善課題と次への

取組方向 

（年度末に記載） 

 

６ 次年度に向けた改善策 

教育活動について

の改善策 
（年度末に記載） 

学栉運営について

の改善策 
（年度末に記載） 

 


